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超流動状態の 4He 中で振動子を振動させると、ある速度以上で量子乱流を生
成して渦環を放出する。有限温度の 4He 中では、渦環は常流動成分との相互摩擦
により減衰し、消滅する。この時の渦環の初期直径2𝑅!と飛行距離𝑙は、温度と関係
した相互摩擦係数𝛼を用いて2𝑅! = 2𝛼𝑙と表される。検出器までの距離が𝐿のとき、
2𝑅! ≥ 2𝛼𝐿の渦環を検出する。つまり𝛼を変化させることにより検出される渦環
の大きさを制御することができる。我々は振動ワイヤーを用いて量子乱流を生

成し、渦環を放出させ、検出までの時間を測定することにより渦環放出のメカ

ニズムを研究している。	
 

今回は乱流生成ワイヤーの振動に対し、振動方向と垂直方向に乱流検出ワイ

ヤーを等間隔(𝐿 = 0.83mm)に設置して 2 方向への渦環放出を観測した。図は

1.0K(α = 0.006)、つまり検出可能渦環サイズが 10µm 以上のときの乱流生成エネ
ルギーと平均検出時間の関係であり、青丸が振動方向、赤丸が垂直方向への測

定結果を示している。検出時間を比較すると、振動方向よりも垂直方向の方が

短いことがわかる。またどちらも低エネルギー部分では平均検出時間はエネル

ギーに反比例するが、ある点を境に折れ

曲がりが見える。それが振動方向では

100pW	
 

程度であり、垂直方向では 30pW 程度

である。このように、検出時間は 2

方向で異なり、振動ワイヤーを用い

た渦環放出の仕方は異方的であるこ

とを示唆している。研究会ではこの

ような渦環放出の異方性と、検出可能な渦

環サイズを変化させた場合の結	
 

果を報告する。	
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